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様式３ 

群馬大学生体調節研究所内分泌・代謝学共同研究拠点共同研究報告書 
 

令和 5 年 4 月 9 日  

群馬大学生体調節研究所長  殿 

 

所 属 機 関 名 京都府公立大学法人 京都府立大学 

職 名 教授  

研 究 代 表 者 亀井 康富 

  

 

 

下記のとおり令和４年度の共同研究成果を報告します。 

記 

（課題番号： 21008 ） 

１．共同研究課題名 DNA メチル化による骨格筋の機能変化と肥満・生活習慣病表現型の解析 

２．共同研究目的 

本研究では、DNA メチル化酵素（Dnmt3a）の遺伝子改変マウスを用いて、骨格筋

の性質を決定する領域を網羅的 DNA メチル化解析により同定する。本研究によ

り、骨格筋のエピゲノム修飾が肥満・糖尿病の発症・予防に及ぼす基盤的なデー

タを得ることを目指す。本研究は、エネルギー代謝に重要な骨格筋の機能（赤

筋・白筋化）に DNA メチル化が重要な役割を果たすという、予備検討結果に基づ

く独自の作業仮説を検証するものである。 

３．共同研究期間 令和４年 ４月 １日  ～  令和５年 ３月３１日 

４．共同研究組織 

氏    名 所属部局等 職名等 役 割 分 担 

(研究代表者) 
亀井 康富 

京都府立大学生命環境科

学研究科分子栄養学研究

分野 

 

 

教授 

 

研究の総括と計画遂行 

(分担研究者) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

５．群馬大学生体調節研究所

の共同研究担当教員 
分野名 ゲノム科学リソース分野 氏 名 畑田出穂 

※ 次の６，７，８の項目は，枠幅を自由に変更できます。但し，６，７，８の項目全体では１頁に収めて下さい。 
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（課題番号： 21008 ） 
６．共同研究計画 

骨格筋機能における DNA メチル化の役割を明らかにする。DNA メチル化酵素 Dnmt3a は骨格筋で高発

現しているが、その役割は不明な点が多い。筋萎縮時に Dnmt3a は骨格筋で発現低下する。申請者ら

は、骨格筋で Dnmt3a を過剰発現する遺伝子改変マウス（Dnmt3a Tg マウス）を作製した。予備的な検

討結果では、Dnmt3aTg マウスの骨格筋は赤筋化が観察され、また体重および空腹時血糖値がコント

ロールマウスよりも低下することが判明した（未発表データ）。本共同研究では、畑田教授の開発した網

羅的メチル化解析法（MIAMI 法）で Dnmt3a Tg マウスのメチル化変化を測定する。そして、どのような遺

伝子の DNA メチル化変化により赤筋化や抗肥満表現型が生じるか検討する。また糖尿病表現型に関

する解析を行う。本研究により、骨格筋のエピゲノム修飾が肥満・糖尿病の発症・予防に及ぼす基盤的

なデータを得ることを目指す。 

７．共同研究の成果 

 

申請者らが独自に作製した Dnmt3a Tg マウス（骨格筋特異的に DNA メチル化酵素・Dnmt3a を過剰発

現した遺伝子改変マウス）の DNA メチル化変化をゲノムワイドに解析した。野生型コントロールと

Dnmt3a Tg マウスの骨格筋から DNA を調製し、MIAMI 法を実施した。多数の遺伝子で DNA メチル化の

増加が観察され、Dnmt3a が機能的に発現していることが判明した。網羅的な遺伝子発現変化の結果

と、DNA メチル化変化を比較している。さらに Dnmt3a Tg マウスの抗肥満・抗生活習慣病表現型に関す

るパラメーター（エネルギー消費や耐糖能など）の測定を実施した。Dnmt3a により赤筋化抑制遺伝子の

メチル化増加・発現低下が生じていることが示唆された。現在、論文投稿準備中である。 

 

８．共同研究成果の学会発表・研究論文発表状況及び本研究所担当教員との共同研究に関する情報交換 

（本研究所の担当教員の氏名の記載のある論文，又はこの共同研究に基づくとの記載のある論文等を記載して

下さい。なお，論文の場合は，別刷りを１部提出してください。） 

 

①本研究所の担当教員の氏名の記載のある論文 

 

②この共同研究に基づくとの記載のある論文 
 

③学会発表を行った主なもの３件以内（学会名、開催日、演題） 

 

2022 年 3 月 

第 42 回日本肥満学会・第 39 回日本肥満症治療学会学術集会シンポジウム 

サルコペニア肥満の改善を目指した、骨格筋の遺伝子発現制御に関する解析 

亀井康富 

 

2022 年 6 月 

第 76 回日本栄養・食糧学会大会 

骨格筋機能における遺伝子発現制御に関する研究（学会賞受賞講演） 

亀井康富 

 

④本研究所担当教員と申請代表者との共同研究に関する情報交換の状況（主なやり取りを箇条書き） 

・MIAMI 法の実施方法に関する確認。 

・論文作成の進行状況について情報交換。 

・羊土社 実験医学増刊号（2022 年 5 月発行）について、畑田教授に関連総説を執筆いただいた。 

 

 




